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1.研 究の 目的 と方法
本研究は、パー リ仏 教学 にお ける現代仏教研究の一部分 を構成す るもので あ り、他 の上座仏
教圏 の現状 との比較に耐え うる資料を提示す ることを最大 の 目的 としてい る。 その資料 を元 に
して、僧侶 の社会 との関わ りについて も分析 ・考察 したが、 これは副次的な 目的で ある。教義
仏教 と民衆仏教、大伝統 と小伝 統 といった構造的分析 は、本論では扱 わなかった。
仏教学において、現代仏 教 を扱 った研 究は決 して多 くない。現代仏教を研 究す る意義 は、前
田恵學博 士が主張す る 「今後 仏教がいかにあるべきか、未来 に向けての学問的発言や提言が可
能 になるであろ う」(1)とい うこ とだ けではな く、文献か らは読 み取 る ことのできない世 界一
出家在家間の物心の交流や 心的葛藤 、 といった形而下の世界 を明 らかにす ることがで きる。 さ
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らに、現代仏教研 究の成果 を文献 にフィー ドバ ックす るこ とによって、 よ り深い理解 が得 られ
るよ うになるであろ う。
上座 仏教徒 がマ ジ ョ リテ ィを 占め る国 々ではな く、マ イ ノ リテ ィで あ るバ ングラデ シュ を
フィール ドとして選択 した理 由はい くつかある。 まず 、ベ ンガル 地方 には2000年以上の仏教の
歴史が存在す るこ とで ある。 さらに、 このよ うに長い歴史 を持 っているにも関わ らず、バ ング
ラデシュ仏教 については ほ とん ど研 究 され ていない こ と。マイ ノ リテ ィの仏教徒 とい う特殊 な
存在 を調査す るこ とに よって、 よ り客観 的に仏教そ のものを理解 できるよ うにな ると思われ る
こ と。 イスラム教徒が圧倒的多数 を占め るバ ングラデ シュにお いて、政府 による保護 をほ とん
ど受けず に存在 してい る仏教徒である こと。仏教徒が迫害 を受 けている と聞いた こと(実 際 に
はかな り誇 張 された情報だ った)、な どである。
バ ングラデ シュの仏 教徒 には、い くつかのエ スニ ック ・グル ープー バル ア(ベ ンガル人)、
チ ャクマ族 、マルマ族 、ラカイ ン族 な ど一 があ り、それ ぞれを別個 に扱 わな くてはな らない。
それぞれ の民族 ご とに(少 な くとも主な民族 に関 して)モ ノグラフを作製 し、比較 しなけれ ば、
「バ ングラデ シュの仏教」 を完全 に理解 し、論ず る ことはできない。私 は、 この問題 をふ まえ
た うえで、周 囲のイス ラム教徒 ・ヒン ドゥ教徒 と同 じ民族 であ るバル アを主要 な研究対象 に選
んだ。
過去に も人類学的報告 はあるが、そのい くっ かには明 らかな誤解や 、認識不足が ある。本研
究 には、参与観察 とイ ンタ ビュー による質的デ ータ と、質問紙 調査に よる量 的デー タを主 に用
いた。 これ らのデー タを元 に して、現地の仏教徒の状況一 特 にバル ア仏教徒の信仰形態 と社
会活動一 をあ りのまま に記述 した。現地調査 は、1997年6月か ら8月 、10,月、11月、12月か
ら98年1月、 さらに99年2月と、5回 に分 けて行 った。最初 の調 査では、バル アの在家者 に通
訳兼ガイ ドを依頼 し、チ ッタゴン県 ラ ウザ ン郡の農村部 を 中心 に、で きるだけ多 くの村 を訪ね 、
僧侶や、在家者 の有識者 に会 い、基本的な情報 を集 めた。 それ 以降は、現地 の状況 にも詳 しい
社会 学者Mr.MoazzemHossainNiluの協力 を得 て質問 紙調査 の準備 ・実施 を行い、そ の合 間 を
縫 って さま ざまな儀礼 を観察 し、徐 々に現地の言葉 を習得 して、十数名 の人 々 とラポール を築
くこ とができた。帰 国後 も、 日本 国内に住むバル ア仏教徒 に会 う機 会を得 て、細 かな情報 を得
る ことができた。
本研究に社会福祉活動 を取 り上 げたこ とは、十分にその価値 が あると確信 している。調査 を
開始 した ころには、 この論 文の根幹部分 には関わ らない トピ ックの一つに しかな らないだろ う
と予測 していた。 しか し、調査 を進 めるにつれて、バル ア と少 数民族 との関係 を明 らか にす る
うえで重要な意味を持 つ ことに気付 いた。寺院の機 能や、僧 侶の役割、僧俗 関係 を知 る うえで
も大 いに参考 になった。
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2.先 行研究
バ ングラデ シュの仏教 を正 しく認識す るためには、各民族(ベ ンガル人、チャクマ 、マルマ、
ラカイ ンな ど)を はっき り区別 して捉 える必要が ある。その意味で、本研 究で主に扱 うベ ンガ
ル人 の仏教徒、す なわちバル ア仏教徒 につ いて も、仏教 を信奉 す る諸々の民族 グル ープの一つ
として捉 えなけれ ばな らない。そ してバル アの信仰 形態 について も、仏教 だけではな く、視野
を広 げて他 の宗教か らの影響 を分析 しなけれ ばな らない。 バ ングラデシ ュの仏教 に関す る著述
は少 ない。 さらにその中でも信頼で きる研 究を残 してい るの は6名 を数 えるだけであ る。
ドイツのHeinzBechertは、バルア ・チャクマ ・マルマ ・ラカイ ン ・トリプ ラの各民族 がベ ン
ガル に至 り、 また上座仏教徒 に改宗 した経緯、そ して調査 当時の宗派や主な宗教組織 につ いて
述べ てい る(2)。彼 のも う一つの論文(3)には、バ ングラデ シュ仏教史の概観 が述べ られ てお り、
特 にチャクマ について詳 しい。彼の宗派 にっいての記述は、その後 の論 文に大きな影響 を与え
てい る。
カル カ ッタのSukomalChaudhuri(4)は、 自身 がバルア仏教徒で ある。彼の著作には他 のバル ア
の研 究者 と同様 に、幾分か の主観が入 り込 んでい る。彼 は宗派 について偏見 を持 ってい ること
が明 らかであ り、しか も宗派の記述 では、かな りの部分 をBechertの論 文に頼 っている。しか し、
現地調査 には大い に役立 った。儀礼にっい ては詳 しく述べて あ り、バルアが使 う方言や仏教用
語 も、一部 を除いて大変参考 になった。
バ ングラデ シュ人の研 究者AbdulMabudKhanは、イス ラム教徒で ある。バル アの民族性 につ
いての論 文(5)は、バル ア の伝説 ・伝承 を基 に して論述 され てい る。 も う一つ の論 文(6)は、ポ
トゥアカ リ県のマルマ ・ラカイ ンについての興味深い調査研究で ある。
EvaRos6n-Hockersmith(7)の論文は、私 は本論 文を書 き上げ る4ヶ 月前に手 に入れ た。ス ウェー
デ ン語 で書かれていて、私 には読 めないが英文 の要約 を読むだ けで もす ば らしい内容だ とい う
ことが分か る。 精緻な現地調 査 に基づ いて、儀礼 にお ける ヒン ドゥとの関わ りや 、バル アのア
イデ ンテ ィテ ィを人類 学的 に論述 してい る。歴 史認 識 と宗派 の記述 は、Bechertの論文 に頼 っ
てい る。
オ ックスフォー ド大学 に提 出されたPaolaG.Tinti(8)の博士論文 では、歴史研究 が中心である。
批判 的に検証 された資料が用い られてお り、これ まで にな く信頼で きるもので ある。彼 女はバ
ングラデ シュの仏教史 を、東 南アジア との関係 に注 目して記述 してい る。 しか し、現在 のバル
アの仏教 を観 察す るこ とに よって、アラカ ンや東南ア ジアだ けで はな く、ス リランカ との接 点
も無視で きない。現地報告は、質量 ともに不十分で ある。
愛知学院大学 のDilipKumarBarua(9)の博 士論 文の一部 であ るこの論文 には、バル アの非仏教
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的信仰 について詳 しく述べ られている。彼 はバル ア仏教徒で あるが、バル ア 自身 に よる記述 が
避 け られが ちな このよ うなテーマを取 り上げた ことに、彼 の研 究姿勢が表れ てお り、大いに期
待 を寄せてい る。
3,歴 史 的背景
バ ングラデ シュ とい う地域 に限定す るな らば、 当地に仏教が伝 わったのはアシ ョーカ王時代
(BC3世 紀)以 前で ある可能性 があ り、遅 くともAD3世 紀 には、何 らかの仏教施設 が作 ら
れ ていたのは確 実で あ る。 玄　の 『大唐西域記』(7世 紀)に は、当地の仏教 の実情 につい て
詳 しい記述があ る。彼 の記述 によると、各地 に数 千人の僧 侶がお り、僧 院では大乗仏教 も小乗
仏教 も学 ばれ て いた とい う。パー ラ王朝 期(8～12世 紀)は 、イ ン ドにお ける仏教 の最 後 を
飾 った密教 の舞 台であった。 チャン ドラ王朝(900～1050年)の支配下で も仏教は保護 され たが、
ヒン ドゥ教徒 のセーナ王朝期(1095～1225年)から受難 の時代 に入 る。13世紀初頭 にはムス リ
ムが侵入 し、イ ン ド仏 教の歴 史は暗黒時代 に突入 した。 多 くの仏教徒(密 教)が 、ネパ ール ・
ア ッサム ・アラカ ンな どへ逃 れた。 この後1757年までは、ベ ンガル 地方 はムガール帝 国な どム
ス リムの統治 下に あったが、チ ッタ:ゴン地方 は1580年か ら1666年までアラカン王 国(上 座仏教
徒)に 統治 され てい た。 この間もチ ッタ ゴン地方 では、仏教(形 態は不 明)が 生 き続 けていた。
1780年代以降 、ビルマ に侵略 されたアラカンの人 々が、チ ッタゴン地方 に流入 し始 めた。1826
年にはア ラカンはイギ リスの統治 下に入った。イギ リス統治下 におけ る、寛容 な宗教政策 と、
交通機 関の発展 、メデ ィアの普及 に加 えて、チ ッタゴン とアラカンの 国境が解消 された ことで、
バルア(及 びチャ クマ)の 宗 教改革 の舞台が整 った。 改革前のバル ア とチャクマ の仏教 は、現
在の彼 らの視点 か らは 「堕落 した」仏教 として捉 え られ てい る。 ラウ リ(Rauli)と呼ばれ る仏
教僧が、動物犠 牲 を伴 う儀i礼や、 ヒン ドゥ神 の崇拝 な どを行 っていた。1950年代 までは存在 し
た らしい。
1856年か ら始 まった改革 には、ア ラカ ンの高僧 サーラ メーダ、ベ ンガル僧 フ.ンニャチャル ・
ダルマ ダル 、チャ クマ女王カ リンデ ィらが大 きな役 割 を果た した。 上座 仏教僧 の正当な伝統 で
ある具足戒 を授 けたサーラメーダの下に、新たな宗派が誕生 した。 その意味で、 このバル ア と
チ ャクマの宗派(シ ョンゴラジュ派)は ラカイ ンの伝 統 を継 承 してい ることになる。一方 、彼
の具足戒 を受 けなかった僧 た ちは、後 に別 の宗派 を組織 した(モ ハス トビル 派)。
4各 章の要点
序論については、す でに述 べた通 りである。
[第1部]バ ングラデ シ ュの上座仏教徒 の概況 と して、まず、宗教 的マイ ノ リテ ィで ある仏
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教徒 の、地理的 ・社会 的 ・政治的 ・経済的現状 を記 した(第1章)。 さ らに、す で に発表 した
拙稿[1998b]に修正 を加 えて 、主な民族 とその宗派 につ いて最新 の状況 を紹介 し、過 去の研 究
者 が言及 してい ない新発 見の民族 と宗派 を紹介 す る とともに、各民族 の宗 派帰属意識 に基づい
た新 しい研究 的視点 を提示 した(第2章)一 かつてはシ ョンゴラジュ派(バ ル アの多数 を占
める宗派)に 包含 され ててい る と考 え られていた少数 民族 の仏教徒 は、独 自の宗 派、 もしくは
同派 か ら半ば独立 した グルー プを形成 してい ることが明 らかに なった。
[第2部]こ こでは、主 にバル ア仏教 徒の宗教生活 を述べ た。寺院 ・僧 団 ・信者組 織 につ い
て(第3章)、 出家式 ・具足戒式 ・僧 院での生活 につ いて(第4章)、 在 家者 の宗教生活 ・年 中
行事 ・人生儀礼 につ いて(第5章)、 調査者 自身が参与観 察 した事例 を、写真 を参照 しなが ら
できる限 り実態 に即 した形 で記述 した。第6章 では、 これ ら以外の儀礼 について、分類 ・整理
し、その次第 ・使用 され るパ ー リ文 を詳細 に記述 した一 積 まれ た功徳 を先祖 な どに廻 向 した
ことを確認す るた めの 、プンニ ョ・ダン(pu卵adan)とい う作法は、ほ とん ど全 ての儀i礼で行
われ る。 また、上座仏教独特 のパ リッタ(仏 教呪術、護 呪)も 、多 くの儀i礼で僧 侶に よって読
踊 され る。バルアの問 で行 われ る全て の儀i礼は、プ ンニ ョ・ダンが伴 う儀礼(=積 徳儀i礼)と、
パ リッタが伴 う儀礼(=パ リッタ儀礼)い う観 点か ら整 理す る と、前者 の中 に後者 が包 含 され
るこ とが分か る。/
[第3部]バ ル ア仏 教徒 の特徴 とも言 える社会福祉活動 について(第7章)、 バル ア ・コ ミュ
ニテ ィの村落組織 について概説 した上で、発表済み及び 出稿 中の拙稿[1998a、1999a]を一部
修正 して、バルア仏教徒 が行 ってい る さまざまな活動(主 に児童養護施設 と青年団)の 事例 を
紹介 した。社会福祉 活動 に関す る人 々の意識 を分析 し、上座 仏教僧 を類型化 して、社 会福祉 と
の関わ りにっいて考察 した一 児 童養護施設 を始 め とす るさま ざまな社会福祉活動 が特徴的で
ある。在家のまま、普通教育 を受 けるこ とな どを目的 と して僧 院生活 を送 るカ ラガ も、その一
例 である。政府や王族 とい ったパ トロンを持たないバルア に とっては、 自己の コ ミュニテ ィを
維持す るた めに、 自 ら福祉 を充実 させな ければな らない。 その指導的役割 は僧侶 が担 ってい る
場合が多いが、必ず しも在家者た ちに歓迎 されてい るわ けでは ない。 近年 では海 外か らの援助
に頼 りす ぎてい る嫌 いが ある。金 銭問題 で危機 に立た されてい る施 設 ・団体 もあ るが、経 済的
自立が達成 されてい る小組織 もある一 。第8章 の内容 は、出稿 中の拙稿[1999b]とほぼ一致
す る。 ここでは、以上 の状況 をふ まえて、宗教活動 と社会活動(バ ングラデ シュ人 の意識 では、
社会活動=社 会福祉 活動)に お ける、在家者 と僧侶 の人 間関係 について、事例 を交 えて考察 し
た。
第9章(結 論)に ついては、以下 に記す。本研 究の最 大の 目的は、バル ア仏教徒 の信仰 と社
会活動 について、で きるだ け詳 しいモ ノグラフを作製す ることで あった。 よって、結論 と言 え
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るものを導 き出す のは甚だ 困難であ るが、 ここでは、バル アの仏教 の特徴や 、バル アの民族 的
アイデ ンテ ィテ ィ、今後の研究の展 望な どについて述べ る。
5.バ ルアの仏教
バルアの上座仏教、現在 のバルア仏 教は、東 南アジアの伝統 に基礎 を置 きつ つ も、そ こにス
リランカの習慣 の一部 を付加 してい る。彼 らの民族性 においては、ベ ンガル人 とい う南 アジア
の伝統 を受 け継 ぎ、宗教 として は、南ア ジアで生まれて東南ア ジアで育 った上座 仏教 を信仰 し、
両地域か らの影響 を受 けてい る。
彼 らの特徴的 な習慣 として、まず寺院檀徒に よる食 事 当番 制があげ られ る。托鉢 は、出家式
を受 けた新沙弥 のための特別 な場合や 、一部の寺院で行 われてい るのみであ る。 一時出家 の習
慣 は、 ビルマ のそれ に似て いる。男子は結婚前 に最低1週 間は僧 院生活 を送 らな ければな らな
い。一方で、永続 出家 の比丘 ・沙弥が還俗す ることは歓 迎 されない。女性 の出家者 と しては、
剃髪 して 白衣 を着 て八斎戒 を守 るシャ ドゥマがい る。
4月 下旬 のブ ッダ ・プル ニマ(仏 誕祭)、7月 中旬 か ら10月中旬 の雨安居 、雨安居 開けのプ
ラバ ラナ ・プルニマ(自 恣祭)、そ の後1ヶ 月間 に行 われ るカテ ィナ衣 式は、上座仏教 圏に共
通す る年 中行事 である。パ リッタ儀礼 は、各家庭 で僧侶 を招い て頻繁 に行 われ 、これ は同時 に、
比丘 が食事 の提供 を受 ける機会 でもある。
ヒン ドゥの神 々へ のプー ジャー は、バル アの間で も行われてい るが、徐 々にす たれて きてい
る。イ スラムの聖者 シ ョッ ト・ピール(SatyaPir)も、バルア仏教徒 とヒン ドゥ教徒 の間で信
仰 され ている。呪 医(ボ イ ッ ドヨ)や ブラー ミン との関係 も、在家者 に とっては重要 である。
彼 らは ヒン ドゥ教徒や イスラム教徒 であるが、バル ア仏教徒 に とっては、通過儀礼や 、星 占い、
呪術 的治療 のためには欠 かせ ない存在 であ る。言葉 の面 では、ほぼ ヒン ドゥと共通 してい る。
牛肉食 を避 けるの も、 ヒン ドゥの影響 だ と思われ る。
バル アの信仰や 生活 には ヒン ドゥ的要 素が見 られ るが、彼 らはそれ を よしとせず に、徐 々に
排除 しよ うとしてい る。 それ を示す最 も特徴 的な例 は、シボ リ ・プジャ(SivahPuja)であ る。
これは、 ヒン ドゥ的プージ ャーの代替 としてだけではな く、バル アを理解す る うえで も重要 な
意義 を持 ってい る。
6.シ ボ リ ・プ ジ ャ の意 義
シ ボ リ ・プ ジ ャ は 、 「利 得 第 一 」 と讃 え られ る シ ボ リ尊 者(シ ー ヴ ァ リー 尊 者pali:SivalI
Mahathera、最 高 の利 得 者 シ ボ リ尊者Bengali:Labhi§re碑haSivaliSthabir)にあや か っ た仏 教 的
プ ー ジ ャー で あ る5.様々 な物 質 的 利 益 を望 んで 、 シボ リ尊者 の絵 像(左 手 の 上 に 乗せ た鉢 に右
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手を入れ て朕 坐 してい る座 像)の 前に供 物が捧 げ られ る。遅 くとも1936年以前か ら行われてお
り、1940年代以後バル ア仏教徒 か ら徐 々 に流行 し始めた よ うであ る。
バ ングラデ シュの仏教徒 は、19世紀 中期 になって上座仏教 に改宗 した後 も、 ヒン ドゥ文化 の
影響 を残 してい る。 シボ リ ・プ ジャは、元々は ロッキー ・プ ジャ(LakomiPuja)の代替 として
始 め られ たよ うだが、今 日では、全て の ヒン ドウ的プー ジャー を、仏教徒 コ ミュニテ ィか らこ
れ を一掃す る 目的 で行 われ ている。質問紙調査の結果で は、在家者 の91%、比丘 も100%がシボ
リ ・プジャを行 っているこ とがわか った。
ヒン ドゥ的 プー ジャーのみな らず、バル ア ・コ ミュニテ ィではあ らゆるヒン ドゥ的要素 ・非
上座 仏教的要素 が排除 され よ うと してい る。そ こには、 タビス(お 守 り)、占い(占 い師 の多
くが ヒン ドゥ教徒 ・イス ラム教徒)、悪霊払い ・呪術 的治療(バ ル ア比丘 も依 頼 され る ことが
あ るが、呪 医が頼 まれ るこ とが多い)な どが含 まれ る。
イギ リス統治時代初期(18世紀後期)に は、彼 らは仏教徒 であ りなが らも、その宗教的伝 統
も教義 も失 ってい た。そ の後19世紀 中期 に上座 仏教に改宗 したが、長年 ヒン ドゥ文化 に浸って
いたために、イギ リス統治 時代末期(20世紀前期)に は ヒン ドゥとは異な る独 自性 を強調 しな
ければな らなかった。つ ま り、 ヒン ドゥ教徒 とは近い 関係 にあ りなが らも、決 して 同一化す る
ことな く、仏教徒 であ り続 け よ うとして きたので ある。
7.バ ルアのアイデ ンテ ィテ ィ
バル アの改革運動 は、仏教徒 としてのアイデ ンテ ィテ ィを高め るのに大き く役 立った と思 わ
れ る。改革 が始 ま る前 のバル アの宗教 は、仏教 タン トリズム ・ヒン ドゥ教な どの影響 を強 く受
けていた。イ ギ リス統治時代 に入 ってか ら、人 々の移動 と情報伝達が活発化 し、自分た ちが守っ
て きた 「仏教」 が周辺 国の上座仏教 とは異 なってい るこ とを知 らされた。 さ らに、イギ リス
イ ン ド内にお ける ヒン ドゥ ・イ スラムの宗教改革 と、南 ・東 南アジアの上座仏 教の改革運動 の
影響 も無視で きない。社会的 にも、 自分た ちに とっては不 当な評価 を受 けていた よ うである。
この状態 か ら脱却す るこ とが、バルアの改革の原動 力になっていた と思 われ る。 その後 も緩や
かに改革 は進み続 けた。
バル アの改革運動 の動機 には、彼 らのアイデ ンテ ィテ ィを高め ることも含 まれていた。バル
アがベ ンガル人 であるこ とは、現在のバルア 自身に とっては 自明の ことであ る。 しか し現在 で
も、周 囲のイ スラム教徒 ・ヒン ドゥ教徒か らは、必 ず しも 「ベ ンガル人」 だ と見倣 され ている
わけではない。一方 でメデ ィアの 中では、少数 民族 と区別 されず に単に 「仏教徒 」 と表 され る
こともあるが、 「平地の仏 教徒 」=バ ル ア と、 「丘陵地帯 の仏教徒 」=チ ャクマ ・マル マ とが区
別 され る こともある。少な く とも、チ ッタゴン地方 に(そ れ も平 地 に)仏 教徒 が存在す る とい
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うこ とは認知 されてい る。
彼 らの運動 においては、 ヒン ドウ的 ・非上座仏教的要素 の排除、比丘の呪力の優位 性 を確認
す ることで、民族 性 よ りも宗教性 を重視 してい た ことが理解 できる。彼 らは、"ベンガル 人 ・
バル ア"と い う民族的アイデ ンテ ィテ ィよ りも、"仏教徒 ・バル ア"と い う宗教的アイデ ンテ ィ
ティの確立 を優 先 して、改革運動 を続 けて きたので ある。
8.今 後の研究に向 けて
詳細 なモ ノグラフの作製 とい う点では、本研究で、 ある程度 の成果 を挙 げるこ とがで きた。
日常の儀礼 におい ては、かな り詳 しく調べ る ことができた。他 の上座仏教圏 での調査結果 と比
べ て も、遜色 ない もの と思われ る。社会福祉活動 につい ても、貴重 なデー タ、情報 、事例 を得
ることができた。 しか し、重 要な意義 を持つ シボ リ ・プ ジャを 自分の 目で見 る機 会 が得 られず
に、 ビデ オテープ とイ ンタビューに頼 らざるを得 なかったのは、非常 に残念 である。 い くっか
の年 中行事 ・通過儀礼 には参加 で きなかった ことを含 めて、片手落 ち との批判 を甘 ん じて受 け
入れ る。
バ ン グラデ シュ仏教 の研 究において、本研 究の最大 の貢献 は、各民族 の宗派 につい てのい く
つかの新 しい情報 を提供で きた ことである。過去 の研究者 が調査 できなかった地域 に、足 を踏
み入れ る機会 を得 たこ とは、私 にとっては幸運 であった。
バ ルアの民族 性については、まだ決 定的な結論 を出す こ とができない。私 の意見 は、バルア
=ベ ンガル人 であるが、 これ を否定す る意 見に対 して申 し分 のない証拠 を提示す るこ とは、今
の ところはできそ うもない。
バル アを知 るた めには、他 の宗教 との比較 を意識 した、長期 間の文化人類学的調査 が必要で
ある。 私の調査 は、バルアの宗教 に関す る問題 に傾斜 してい るので、この点にお いては、成果
を挙 げ ることはで きなか った。そ して、 「バ ングラデ シュの仏教」の全貌 を理解す るためには、
少数 民族 について の調査 も必要で ある。
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ω い わ ゆ る"プ ー ジ ャ ー"は 、 ベ ン ガ ル 語 で は"プ ジ ャ"と い う 発 音 に な る 。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、バ ングラデシュにおいて現在行われている仏教 を、論者 自身の現地調査 に基づい
て確認 し、詳細に報告 した上で、今 日の上座部仏教圏(論 者 は上.座仏教圏 とす る)に お ける位
置付 けを行お うと試 みた ものである。 序論 、本論を三部構成 とし、第1部 「バ ングラデシ ュの
仏教 の現状」に2章 、第2部 「バルアの宗教生活」に4章 、第3部 「社会活動 と僧俗関係 」に
3章を配 し、最後 に補遺1・2と して、現地での2回 の 「質問紙調査の集計結果」を付 している。
先ず 、序論において、イス ラム教 を国教 とす る(1988年、第8次 憲法改正)バ ングラデ シュ
におけ る、少数派 としての仏教の現状 を5回(延 べ8ヶ 月)に わた り調査 し、資料 を提示す る
ことを研 究 目的 とす るとし、参照 ・依用 しうる先行研 究 として6篇 を挙 げる。次 いで、東ベ ン
ガル における仏教 の歴史的背景に触れてい る。
第1部 、第1章 「仏教徒の位置付 け」で は、チ ッタゴン地方 を中心 に仏教徒 の分布、他宗教
との比較 な どを通 して、少数 派の仏教徒 がチ ッタゴン周辺地域 に集 中 して い るこ とを確 か め
る。 ま た、仏 教 徒 に はバ ル ア(Barua、ベ ンガル 人)以 外 に・チ ヤ クマ(Chakma)、マ ル マ
.(Marma)・ラカイ ン(Rakhain)など、少数民族 の仏教徒 の存在 を挙 げ、彼 らの社 会的 ・政治
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的 ・経済的状 況、チ ッタゴン丘 陵地帯 の民族 問題(CHT問題)に も触れ てい る。
第2章 「主な民族 と宗派」。バ ングラデシュの仏教 を取 り上げ る場合 には、上記 の3以 外 に、
北ベ ンガル仏教徒(adibasi)、超宗派 ・超民族的 な団体(WBsssなど)を も視野 に入れてお くべ
きであ るとす る。 また、各仏教徒 の宗派帰属意識 な どに関 して、調査結果 を踏 まえ、先行研究
の報 告 を訂 正 してい る。
第2部 、第3章 「バル アの寺院 と宗教組織」 では、論 者が調査 した各民族の寺院を 中心に、
バ ング ラデシ ュ全 体の寺院 ・比 丘の所在数 な どを検討す る。更 に、バル アの仏教教団はシ ョン
ゴラジ ュ派(Sahgharaj-Nikaya)とモハ ス トビル派(Mahasthavir-Nikaya)との2派 よりなるが、
各々の寺院組織 と在家者 の信徒組織 に分 けて、そ の特色 を説明 してい る。
第4章 「僧院生活 」では、先 ず、構 成員 として比丘(ビ ック ゥbhik騨/バンテーbhante)、
沙弥(ス ロモ ン §ramap/モイ シャンmaisang)、シャ ドゥマ(sadhuma、剃髪 し白衣 を着 け、八
斎 戒 を守 る女性 出家者。バル アのシ ャ ドゥマは僧 院に住 まない)、カ ラガ(karaha/カライ ヤ
karaiya、貧 困家庭 の 口減 らし、地元 を離 れて教育 を受 けるため、個人 の信仰 心な どを理 由と
す る男性 在家者)を 挙 げ、沙 弥 となるた めの出家 式(Prabrajya)、比丘 とな るた めの具足戒式
(Upasampada)について説 明す る。 また、托鉢 は原則的 に行 われ ていないために、比丘 な どの
食事 は壇信 徒(taga)の食事 当番 制(パ ラ ・ソワイ ンpalachoyai甲)によって施与 され る とい
う。次 いで、比 丘 な どの 日常生活 、生活 の資 具 にっい て解説 し、在 家の布 薩(Uposath)に触
れ、最後 に出家者の還俗 を一時出家 と永続 出家 に分けて説 明す る。
第5章 「在家者の宗教生活」。在 家信者(dayak)の日常生活 、年 中行事 、通過儀礼 、特 に結
婚式 と葬式(在 家者 と高僧)に っいては、論者 自身が参加 ・観 察 した ところを詳 細に報告 して
お り、興味深い。
第6章 「主な儀i礼」。一般 に在家信者 に とって重大 な関心事 は、布施 な どによって功徳 を積み 、
将来 のよ りよき生存 を得 るこ とで あるが、 この積徳行為 、あ るいはその功徳 を先祖 な どの安寧
に振 り向ける廻 向をも含む儀礼 中の作法 として、プ ンニ ョ ・ダ ン(Pupya-dan)が重視 され る。
具体 的な儀i礼には、 「比 丘 を食 事 に招待 して(ソ ワイ ンchoyai甲)＼パ リッタ(守 護呪 、経)を
唱 えても ら う儀礼」で あるファン(Phaゆ、 ファンよ りも施物 の量、招待比 丘の数(5人 以上)
を増 して行 われ るシ ョンゴ・ダ ン(Sahgha-dan)などがある。更 に、「仏 陀に対す る供養」(ブッ
ダ ・プ ジャBuddha-poja)、``利得 第一"と 讃 え られ る仏弟 子 シー ヴァ リ尊者 に対す るシボ リ ・
プジャ(Slvali-puja)が、礼拝儀i礼として挙げ られ 、個人 による家庭 ・寺院 での 日常的な礼拝 、
寺院 での比丘参加 ・在家者 のみ の集合礼拝 に分 けて説明す る。殊 にシボ リ ・プ ジャには、物質
的利益 を求 め るための商店 での 日常的 な礼拝、家庭 に比丘を招いての集 合的な礼拝 が加 わる、
としてい る。 比丘の唱言雨す るパ リッタに、懐災招福 をもた らす呪力 を期待 して執 り行 われ るパ
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リッタ儀礼は、先 の積徳儀i礼に重なるが、後者の全てに前者 を必要 とす るわけではない、とす る。
第3部 、第7章 「社会福祉活 動」。 ここで扱 われ る舞台 は村 落で あるが、具 体的 には、行 政
区の最小単位 であ る行政村(Union)が、地税徴収の最小単位 であ る複数 のモ ウザ(Mauza)を
含 み、1モ ウザに複数 の村(Gram)、1村に複数の集 落(paτa)があ り、1集 落 は単一宗教で
占め られてい る。 この1集 落内 には、公務 で はないが複数 の指導者(neta)が出て、集 落内の
諸 問題 の解 決 に当た り、同様 に結成 された青年団(ZubaSamiti)が指導者達 を補佐 し、独 自の
活動 も行 う。論者 は、バ ングラデ シュにお ける社会福祉(事 業)に 、宗教が密接 に関わってい
ることに注 目して、青年団な どの組織 が文化 ・教育 、イ ンフラ整備 な どと共 に、宗教行事に も
関わ り、かっ社 会福祉 団体の1つ と して社 会福祉 事務所 に登録 され てい るこ とを指摘 してい
る。 また、児 童養護施設 としてのアスロム(a§ram)は、イ スラム教系、モ ン ドゥー教 系、仏 教
系、キ リス ト教系 のものが あ り、登録 された数 か らす る とイス ラム教系が圧倒 的 に多いが、仏
教 系アス ロムには未登録のま ま活動 してい るものが多い とい う。 次いで、仏教系アス ロムの実
態 を詳細 に報告 し、運営上の問題 な どを指摘 している。 また、社 会福祉 に関す る調査結果 を分
析 し、少 な くとも在家者 は、社会福祉活 動の指導者 として、比丘ではな く 「教育 を受けた在家
者」 を望 んでいる ことが確 か め られた、 とす る。最後 に、比丘の役割 ・活動 を宗教 と社会 との
2面に分 け、 「在 家者 に功徳 を積 ませ る媒介 としての役割 」、 「在家者 に五戒 ・八斎戒 を受持 さ
せ る役割」、 「社 会福祉活動 を主宰 ・運営す る役割」な どの10項目にま とめてい る。
第8章 「僧俗 関係」。比 丘は宗教的 な活動 に関わ る限 り、常に在 家者 に対 して上位 の関係 が
維持 され る。 しか し、社会的活動の場 面では、アスロム、青年 団、イ ンフ ラ整備 、文化行事 な
どに参加す るこ とを通 して、比丘 自身 の態度、接 し方 によ り、在家者 と平等 ・互恵 の関係が作
りだ され る、 とい う。 また、調査結果 か ら、比丘 たちの戒律 上の行為 を(一 時出家 の経験 を持
つ者 な どの)在 家者が監視 し、違反 に警 告す るな どが伺 える、 としている。
第9章 「結論 」。 これ までに挙げ られ たバル ア仏教徒 の特徴 を簡潔 にま とめた後、特にシボ
リ ・プジャにつ いて、元々 ヒン ドゥー女神 ラクシュ ミーのプー ジャー の代替 として始 め られた
この礼拝儀礼 が、その後、仏教社 会か らヒン ドゥー教の影響 を払拭す る 目的 で積極的 に取 り入
れ られ 、盛 んに行 われ るよ うになった点に、論者 は注 目す る。そ して、バ ングラデ シュの仏教
は、 ヒン ドゥー文化の影響 を色濃 く受 けなが らも、北イ ン ドで生まれ、 ス リランカ ・東南アジ
ア で育 った上座部仏教の信仰 形態を、19世紀半ばよ り受け入れつつ、 自身の独 自性 を確 立 しよ
うとし、今 日なお、その過 程 にあ る、 と結論 づけてい る。
ス リランカ、 タイな どの上座 部仏教 圏に関す る豊富な研究 の蓄積 に比 して、バ ングラデ シュ
の仏教 に関す る、信頼 して依用 しうる先行研 究の報告な どが極少ない現状 に鑑みて、本論 文が
今後 の上座部仏教圏の研 究に寄与す るところは少な くない。
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よって、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と
認 め られ る。
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